
 

博士（口腔科学）学位論文内容要旨 

受付番号 第  9 号※ 氏 名 桝井 悦子 

博士（口腔科学） 

学位論文の題名 

Effect of Flowable Composite Resin on Cell Viability of Balb/c 

3T3 Cells 

(フロアブルコンポジットレジンの Balb/c 3T3細胞に対する細胞生存

率の影響) 

緒言 

  歯科用コンポジットレジンの中でフロアブルコンポジットレジンは，粘性が低く流動性が大

きいため，操作性が良く臨床で最近多用されてきている．しかし，我が国で市販されているフ

ロアブルコンポジットレジンの生物学的な影響を調べた報告は少ない．そこで現在歯科臨床で

使用される製品の中で５製品の細胞生存率を比較した． 

材料と方法 

実験に用いた５種の市販フロアブルコンポジットレジンは，ビューティフィル ユニシェー

ドフロー：(株)松風，クリアフィル® マジェスティ®ES フロー：クラレノリタケデンタル(株)，   

グレースフィル フロー：(株)ジーシー，オムニクロマ フロー：(株)トクヤマデンタル，フィル

テック TM シュープリームウルトラフロー，Solventum 社である． 

 使用した細胞は，マウス由来の線維芽細胞様細胞である Balb/c 3T3 細胞(以下 3T3 細胞)，Assay 

medium は容積比５％仔牛血清を添加した Dulbecco's Modified Eagle Medium (DMEM)とした． 

１）重合前の細胞生存率 

 フロアブルレジンを光重合せずに assay mediumに直接溶解させて細胞に短時間へ暴露させて

細胞生存率を調べた．５種類のレジンを DMSO の介在で assay medium 5mL に溶解し原液を製

作した．各原液は assay medium で倍数希釈し各試験液を製作した．細胞生存率の測定は 96well 

multi-dish を用いて炭酸ガス恒温器で６時間培養し，MTT 法で細胞生存率を測定した． 

２）重合後の細胞生存率 

 重合後で assay medium に溶解しないためブタ由来の Type Ｉコラーゲンと 3T3 細胞を用いて

３次元培養法で測定した．５種類のレジン試料は内径 8mm，高さ 2mm のシリコーン管へ直接

充填し，LED タイプの歯科用光照射器で５秒および 10 秒間光照射した．細胞生存率の評価は

光照射後直ちに各 well の cell culture insert 内のコラーゲン上部に各レジン試料を置き，炭酸ガ

ス恒温器に入れて 24 時間培養し，細胞生存率は重合前と同様に測定した． 

 結果と考察 

 光重合前の細胞生存率では，原液では６時間の短時間暴露で５種類とも強い細胞毒性を示し

た．倍数希釈によって希釈率の増大とともに細胞生存率が増加する傾向を示した．光重合後の

細胞生存率は，10 秒照射は５秒照射より細胞生存率が大きな結果を示した．なお，いずれの製

品も LED タイプの光照射器で 10 秒照射が必要とされている．なお，今回実験をした全ての製

品は，「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（医薬品医療機

器等法）」に基づき，管理医療機器 歯科充填用コンポジットレジンとしてクラスⅡに分類さ

れている．そのため各種生物学的試験も実施されて市販されているため生物学的安全性に問題

がある製品ではない．今回の製品では製品間でやや細胞生存率が異なったが，モノマー組成と

細胞生存率との関係は確認できなかった．今回は臨床で一般的に使用されている５製品のみで

あるが，細胞生存率が製品間でやや異なる結果を示した．なお，細胞生存率が極端に低い製品

は今回は見当たらなかった． 
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